
第 83号 ねりまの文化財 平成 23年 (2011)9月

東京文化財ウィーク 20H
文化財に親しもう !

毎年 11月 1日 から7日 までの 1週間は「文化財保護強調週間」です。

この期間中は、全国的に文化財の保護と活用の推進を図るため、各種事業が行われます。

東京都では、強調週間の前後を「東京文化財ウィークJと して、都内全域で文化財を公

開するとともに、関連する企画事業を実施いたします。公開事業については、ウィーク期

間中に特別に公開する文化財と通年公開している文化財があります。

東
京
文
化
財
ウ
イ
ー
ク
企
画
事
業

企
画
展

武
蔵
野
台
地
の
縄
文
遺
跡

練
馬
区
や
近
隣
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土

器
や
石
器
な
ど
約
９０
点
を
展
示
し
ま
す
。

区
内

‐２０
か
所
の
遺
跡
の
う
ち

９０
か
所
以

上
が
縄
文
時
代
の
遺
跡
で
す
。
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
の
年
代
測
定
に
よ
る
と
、
縄
文
時

代
は

一
万
六
五
〇
〇
年
前
か
ら
約
二
〇
〇
〇

年
前
ま
で
と
い
う
結
果
が
で
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
縄
文
土
器
は
世
界
で

一
番
古
い
土
器

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

武
蔵
野
台
地
で
は
旧
石
器
時
代
の
尖
頭
器

（槍
先
）
の
製
作
技
術
は
、
縄
文
時
代
前
期

ま
で
み
ら
れ
ま
す
が
、　
一
方
で
槍
の
装
着
部

ゆ
う
ぜ

つ

分
を
作
る
有
舌
尖
頭
器
が
、
縄
文
時
代
初
め

せ
き
ぞ
く

に
出
現
し
（写
真
左
上
）、
次
第
に
石
鏃

（矢

じ
り
）
に
と
つ
て
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
区
内
で
最
も
古
い
土
器

（写
真
右
）

や
縄
文
時
代
前
期
の
注
口
土
器

（写
真
左
）

は
大
変
珍
し
い
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
区
内

で
は
出
土
し
て
い
な
い
後
期
の
注
目
土
器
も

展
示
し
ま
す
。
約

一
万
三
〇
〇
〇
年
続
い
た

縄
文
時
代
の
遺
物
や
遺
跡
の
写
真
な
ど
、
区

内
の
遺
跡
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。
縄
文
時

代
の
各
時
期
の
土
器
を
は
じ
め
、
土
偶

（写

真
右
下
）
や
石
棒
な
ど
祭
り
に
関
わ
る
遺
物

も
展
示
し
ま
す
。

私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
土
地
に
、　
一
万
年

以
上
前
か
ら
人
々
が
歴
史
を
刻
ん
で
い
た
こ

と
を
示
す
、
さ
ま
ざ
ま
な
遺
物
を
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【期
間
】
Ｈ
月

２７
日

（日
）
～

１２
月

２５
日

（日
）

午
前
９
時
～
午
後
６
時
　
（月
曜
休
館
）

【展
示
解
説
】

・２
月

Ｈ
日

（日
）

午
後
２
時
～
午
後
３
時

【〈ム
担物
】
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

【交
通
】
石
神
井
公
園
駅

（西
武
池
袋
線
）
下
車

徒
歩

１５
分

【問
合
せ
】

文
化
財
係

０
３

（５
９
８
４
）
２
４
４
２

一　
※
ガ
イ
ド
冊
子

「東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
」

一　

．
（通
年
公
開
版

・
ウ
ィ
ー
ク
期
間
専
用
版
）

　̈
　
９
月
下
旬
に
練
馬
区
教
育
委
員
会
文
化
財

　̈
係

（区
役
所
本
庁
舎

Ｈ
階
）
、

石
神
井
公
園

　̈
ふ
る
さ
と
文
化
館
、
区
立
図
書
館
な
ど
で
配

　̈
布
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
同
内
容
が
東
京
都

　̈

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
さ
れ
ま
す
。
練

一　
馬
区
以
外

の
事
業

に
も
参
加

で
き
ま
す

の
で
、

　̈
ご
覧
く
だ
さ

い
。

丸山東遺跡 注目土器

尖頭器 (槍先形石器)

練 馬 区
教育委員会事務局

生 涯 学 習 課

(文 化 財 係 )

可
~176-8501

練馬区豊玉北 6121

TLL 0 3(5984)2442

丸山東遺跡 区内最古の土器

北新井遺跡 土偶
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第 83号 ねりまの文化財 平成 23年 (2011)9月

企
画
展
関
連

講
演
会

縄
文
の
ム
ラ

【講
師
】

國
學
院
大
學
名
誉
教
授

小
林
達
雄

【
日
時
】

Ｈ
月

２７
日
（日
）
午
後
２
時
～
４
時

【会
場
】
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

多
目
的
会
議
室

【定
員
】
先
着

‐ｏｏ
名

（無
料
）

【申
込
み
】

Ｈ
月
１
日

（火
）
か
ら
電
話
で

受
け
付
け
ま
す
。

【
問
合
せ
】
文
化
財
係

０
３

（
５
９
８
４
）
２
４
４
２

講
師
は
、
縄
文
時
代
の
研
究
成
果
を
広
く

一
般
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

左
図
の
よ
う
に
縄
文
時
代
の
採
集
狩
猟
の
生

活
を
季
節
性
で
と
ら
え
た

「縄
文
カ
レ
ン
ダ

ー
」
な
ど
を
作
成
し
た
縄
文
時
代
研
究
の
第

一
人
者
で
す
。

講
演
会
で
は
、
縄
文
人
の
生
活
や
集
落
に

つ
い
て
の
様
子
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

す
。

・‥
・・・・・・‥
■
．．．．．・・・・‥
・・・‥
・・・‥
・・・・・・・・・・ｒ
ｒ
ｒ
〓

企
画
展
関
連

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
　
¨

縄
文
集
落
研
究
の
争
点

¨

縄
文
時
代
の
集
落
研
究
の
現
状
と
問
題
点

に
つ
い
て
、
第

一
線
で
活
躍
す
る
４
人
の
パ

ネ
リ
ス
ト
の
発
表

。
討
論
に
よ
り
、
争
点
を

明
ら
か
に
し
ま
す
。
発
掘
調
査
の
成
果
を
も

と
に
、
住
居
分
析
、
移
動
論
の
観
点
等
か
ら

縄
文
集
落
の
実
態
に
迫
り
ま
す
。

【パ
ネ
リ
ス
ト
】

・
石
井
　
寛
　
横
浜
市
ふ
る
さ
と
歴
史
財
団

研
究
調
査
員

。
小
林
謙

一　

中
央
大
学
文
学
部
准
教
授

・
鈴
木
保
彦
　
日
本
大
学
芸
術
学
部
教
授

・
山
本
暉
久
　
昭
和
女
子
大
学

人
間
文
化
学
部
教
授

【
日
時
】

１２
月
４
日

（日
）

午
後
１
時

３０
分
～
４
時

３０
分
（予
定
）

【会
場
】
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

多
目
的
会
議
室

【定
員
】
先
着

８０
名

（無
料
）

【申
込
み
】

Ｈ
月
１
日

（火
）
か
ら
電
話
で

受
け
付
け
ま
す
。

【問
合
せ
】
文
化
財
係

０
３

（５
９
８
４
）
２
４
４
２

○
特
別
展

「江
戸
時
代
の
百
科
事
始

―
本
草
学
者
小
野
蘭
山
の
世
界
―
」

９
月

１７
日

（土
）
～

Ｈ
月
６
日

（日
）

観
覧
料

‥
一
般

３００
円
、
高
校
生

・
大
学
生

２０
円
、　
６５
歳
以
上

７５
歳
未
満

・
障
害
者

‐５
円
、
中
学
生
以
下
と

７５
歳
以
上
無
料

※
関
連
講
演
会
も
開
催
し
ま
す
。

○
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

「石
神
井
城
跡
の

発
掘
と
中
世
城
郭
」
（観
覧
無
料
）

Ｈ
月
２
日

（水
）
～

１２
月
１
日

（木
）

○
ふ
る
さ
と
文
化
講
座

（事
前
申
込
）

。
「武
蔵
野
の
地
形
と
湧
水
」

１０
月
２
日

（日
）
午
後
２
時
～

。
「食
卓
で
育
む
心
と
食
文
化
」

１０
月

２９
日

（土
）
午
後
２
時
～

。
「古
民
家
に
学
ぶ
生
活
の
知
恵
」

Ｈ
月

１３
日

（日
）
午
後
２
時
～

○
ふ
る
さ
と
探
訪

（事
前
申
込
）

・
１０
月

１６
日

（日
）
午
前
９
時
～

・
１０
月

３０
■

（日
）
午
前
９
時
～

○
東
京
９
区
文
化
財
古
民
家
め
ぐ
り

ｏ
９
区
合
同
開
催
行
事

「来
て
。
見
て
。
発
見
！
古
民
家
め
ぐ
り
」

１０
月

１０
日

（月

・
祝
日
）
午
前

１０
時
～

会
場
　
世
田
谷
区
次
大
夫
堀
公
園
民
家
園

。
練
馬

・
板
橋
合
同
解
説
会

（事
前
申
込
）

Ｈ
月
６
日

（日
）
午
前

１０
時

【問
合
せ
】
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

０
３

（
３
９
９
６
）
４
０
６
０

※
詳
細
は
「ね
り
ま
区
報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

文
化
財
保
護
審
議
会

委
員
委
嘱
（第

１３
期
）

練
馬
区
で
は
、
区
内
文
化
財

の
保
護

・
保

存
お
よ
び
活
用
を
図
る
た
め
、
練
馬
区
文
化

財
保
護
条
例
に
基
づ
き
、
学
識
経
験
者
で
構

成
さ
れ
た
練
馬
区
文
化
財
保
護
審
議
会
を
設

置
し
て
い
ま
す
。

主
な
役
割
は
、
①
教
育
委
員
会
の
諮
問
に

応
じ
る
②
文
化
財
の
保
存
等
に

つ
い
て
の
重

要
事
項
を
調
査
し
、
審
議
す
る
③
重
要
事
項

に

つ
い
て
教
育
委
員
会
に
提
言
す
る
の
三
点

で
す
。
こ
の
度
、
平
成

２３
年
４
月
１
日
付
け

で
、
左
記
８
名
に
、
練
馬
区
文
化
財
保
護
審

議
会
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
任
期
は
２
年

で
す
。
　
　
　
　
　
・

▽
委
員

一
覧

（敬
省
略

・
五
十
音
順
）
△

漆
澤
そ
の
子
　
武
蔵
大
学
教
授

（日
本
芸
能
史

。
近
代
史
）

佐
藤
　
孝
之
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授

（日
本
近
世
史
）

品
田
　
穣
　
　
東
京
農
業
大
学
客
員
教
授

（保
全
生
態
学
）

柴
辻
　
俊
六
　
早
稲
田
大
学
講
師

（日
本
中
世
史

・
古
文
書
学
）

副
島
　
弘
道
　
大
正
大
学
教
授

（日
本

。
東
洋
美
術
史
）

古
川
　
修
文
　
法
政
大
学
講
師

（民
俗
建
築

・
建
築
構
法
）

三
田
村
佳
子
　
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の

博
物
館
学
芸
主
幹
（民
俗
学
）

森
　
公
章
　
　
東
洋
大
学
教
授

（日
本
古
代
史
）
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第 83号 ね りまの文化財 平成 23年 (2011)9月

国
指
定

・
登
録

・
都
指
定
文
化
財
を
公
開
し
て
い
ま
す

区
内
に
あ
る
国

・
都
指
定
の
文
化
財
を
通

年
で
観
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
練
馬
白
山
神
社
の
大
ケ
ヤ
キ

（国
指
定
天
然
記
念
物
）

白
山
神
社
の
２
株
の
ケ
ヤ
キ
は
、
い
ず
れ

も
樹
齢
約

９００
年
と
推
定
さ
れ
る
全
国
で
も

有
数
の
巨
木
で
す
。
永
保

３
年

（
一
〇
人
三
）
、

一
ヽ
さ
ん
ね
ん
　

　

え
き

源
義
家
が

「後
三
年
の
役
」
で
東
北
地
方
に

向
か
う
際
に
戦
勝
を
祈
願
し
て
苗
木
を
奉
納

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【所
在
】
練
馬
４
１
２
　
白
山
神
社
境
内

【交
通
】
豊
島
園
駅

（西
武
豊
島
線

・
都
営

大
江
戸
線
）
下
車

徒
歩
５
分

◇
三
宝
寺
池
沼
沢
植
物
群
落

（国
指
定
天
然
記
念
物
）

三
宝
寺
池
の
中
央
に
あ
る

「中
の
島

（浮

島
ど
周
辺
を
範
囲
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。　
コ
ウ
ホ
ネ
、
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
、　
ハ
ン
グ
シ

ヨ
ウ
、
カ
キ
ツ
バ
タ
な
ど
の
水
生
植
物
を
中

心
に
貴
重
な
植
物
相
が
み
ら
れ
ま
す
。

【所
在
】
石
神
井
台

一
丁
目

都
立
石
神
井
公
園
内

【交
通
】
石
神
井
公
園
駅

（西
武
池
袋
線
）

下
車

徒
歩

１５
分

◇
牧
野
記
念
庭
園

（牧
野
富
太
郎
宅
跡
）

（国
登
録
記
念
物
）

世
界
的
に
著
名
な
植
物
学
者
で
あ
る
牧
野

富
太
郎

（
一
人
六
二
―
上

九
五
七
）
が
、
大

正

１５
年
か
ら
逝
去
す
る
ま
で
の
３０
年
余
り

居
住
し
た
住
宅
と
庭
の
跡
で
す
。
昨
年
８
月
、

展
示
室
等

の
改
修
を
行

い
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

【所
在
】
東
大
泉
６
１
３４

【交
通
】
大
泉
学
園
駅

（西
武
池
袋
線
）

下
車

徒
歩
５
分

【開
園
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
火
曜
日
休
園

【
問
合
せ
】
牧
野
記
念
庭
園

０
３

（
３
９
２
２
）
２
９
２
０

◇
石
神
井
城
跡
　
（都
指
定
史
り

石
神
井
川
の
水
源
の

一
つ
に
も
な
る
三
宝

寺
池
の
南
側
台
地
に
石
神
井
城
跡
が
あ
り
ま

す
。
中
世
に
石
神
井
川
流
域
を
支
配
し
た
豊

島
氏
の
拠
点
で
し
た
。
今
年
６
月
に
都
の
旧

跡
か
ら
史
跡
に
種
別
変
更
し
ま
し
た
。

【所
在

・
交
通
】

「三
宝
寺
池
沼
沢
植
物
群
落
」
と
同
じ

一
◎
ウ
イ
‐
ク
期
間
中
、
普
段
は
入
る
こ
と
の
で

一

一
き
な
い
フ

一
ン
ス
内

（主
郭
内
）
を
特
別
公
開

一

一
し
、
発
掘
パ
ネ
ル
展
を
行
い
ま
す
。
　
　
　
　
↓

一
【
日
時
】

１０
月

２９
日
（土
）
～

Ｈ
月
６
日
（日
）

一

一　
　
　
　
午
前
９
時

３０
分
～
午
後
４
時

３０
分
　
一

耳
パ
ネ
ル
展
に
関
す
る
問
合
せ
】　
　
　
　
　
一

一　
　
　
　
　
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館
　
　
一

ｒ
‐知
臼
■
「
シ
剌紳
［
「
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
」

◇
東
高
野
山
奥
之
院
　
（都
指
定
史
２

長
命
寺
の
境
内
西
部
に
あ
る
霊
場
域
で
す
。

江
戸
時
代
前
期
に
紀
州
高
野
山
を
模
し
て
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
石
塔
や
石
仏
が
建
ち
並
び
、

人
口
に
は
御
廟
橋
が
か
か
り
ま
す
。

【
所
在
】
高
野
台
３
１
‐０

【交
通
】
練
馬
高
野
台
駅

（西
武
池
袋
線
）

下
車

徒
歩
５
分

◇
尾
崎
遺
跡

　

（都
指
定
史
砂

春
日
小
学
校
の
建
設
に
あ
た
り
発
掘
調
査

さ
れ
た
旧
石
器
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の

複
合
遺
跡
で
す
。
尾
崎
遺
跡
出
土
品

（区
指

定
文
化
財
）
が
展
示
室
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【所
在
】
春
日
町
５
１
１２

春
日
小
学
校
内

【交
通
】
練
馬
春
日
町
駅

（都
営
大
江
戸
線
）

下
車

徒
歩
８
分

【
開
室
日
時
】
学
校
休
業
日

午
前

ｌｏ
時
～
午
後
４
時

※
校
舎
内
に
立
入
る
際
に
は
、
必
ず
学
校
の

受
付
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◇
小
野
蘭
山
墓
及
び
墓
誌

（都
指
定
有
形
文
化
財
）

◇
池
永
道
雲
墓

　

（都
指
定
旧
②

小
野
蘭
山

（
一
七
二
九
―

一
人

一
〇
）
は

江
戸
時
代
中
期
の
本
草
学

（博
物
学
）
者
、

池
永
道
雲

（
一
六
七
四
―

一
七
三
七
）
は
書

家

・
象
刻
家
で
す
。
両
墓
と
も
に
大
正

１２
年

の
関
東
大
震
災
の
罹
災
に
よ
り
昭
和
の
初
め

に
浅
草
か
ら
現
在
地
に
移
転
し
ま
し
た
。

【
所
在
】
練
馬
４
１
２７

迎
接
院

・
受
用
院
墓
地

【交
通
】
豊
島
園
駅

（西
武
豊
島
線

・
都
営

大
江
戸
線
）
下
車

徒
歩
５
分

◇
丸
山
東
遺
跡
方
形
周
溝
墓

出
土
品

（都
指
定
有
形
文
化
財
）

大
泉
町
三
、
四
丁
目
に
所
在
し
た
丸
山
東

遺
跡
の

「方
形
周
溝
墓
４
号
」
中
心
に
出
土

し
た
弥
生
式
土
器

１２
点

。
ガ
ラ
ス
玉

７‐

点

・
管
玉
５
点

・
鉄
剣
１
口
で
す
。
武
蔵
野

台
地
に
お
け
る
弥
生
時
代
後
期
後
半
の
方
形

周
溝
墓

一
括
出
土
品
と
し
て
秀
逸
で
す
。

（所
在
】
石
神
井
公
園
ふ
る
さ
と
文
化
館

春 ● 彗 奪
幸攣藝書寺事
肇●中■‐,■
毒ⅢⅢ肇書●
●●●薔幸も

‡lζζ鵞磯磯
奢 華螢壕薔苺鐵

彗機薔暑壺

文
化
財
を
訪
れ
る
際
に
は
、
所
有
者
や

周
囲

の
ご
迷
惑
に
な
ら
な

い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
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票
原
還
露
の
復
元
住
居
が
修
復
さ
れ
ま
し
た

都
立
城
北
中
央
公
園
内
に
あ
る
栗
原
遺
跡

の
復
元
住
居
は
、
昭
和

３２
年
に
竣
工
し
て
か

ら

一
度
、
屋
根
を
修
復
し
た
も
の
の
、
茅
の

傷
み
が
著
し
く
、
近
隣
住
民
な
ど
か
ら
修
復

の
要
望
が
強
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

う
し
た
住
民
の
声
に
よ
り
、
東
京
都
建
設
局

東
部
公
園
緑
地
事
務
所
が
公
園
整
備
事
業
と

し
て
、
復
元
住
居
を
修
復
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

栗
原
遺
跡
は
、
都
立
城
北
中
央
公
園
の
練

馬
区
氷
川
台

一
丁
目
７
番
か
ら
板
橋
区
桜
川

一
丁
目
に
ひ
ろ
が
る
遺
跡
で
、
田
柄
川
が
石

神
井
川
に
合
流
す
る
台
地
縁
辺
に
位
置
し
ま

す
。
昭
和

３０
年
に
立
教
大
学
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

造
成
中
に
遺
跡
が
み
つ
か
り
、
急
速
、
翌
年

に
立
教
大
学
が
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

旧
石
器
、
縄
文
、
弥
生
、
古
墳
時
代
末
～

奈
良

。
平
安
時
代
の
遺
跡
で
、
弥
生
時
代
と

古
墳
時
代
末
～
奈
良

・
平
安
時
代
の
住
居
跡

が
み
つ
か
り
ま
し
た
。

発
掘
調
査
の
成
果
を
も
と
に
、
昭
和

３２
年

遺
存
状
態
が
良
好
な
古
墳
時
代
末
～
奈
良

・

平
安
時
代
の
住
居
跡
Ｈ
８
号
址
と
Ｈ
９
号
址

を
残
し
、
Ｈ
９
号
の
上
屋
を
復
元
し
ま
し
た
。

現
在
の
民
家
を
参
考
に
し
、
鉄
工
具
を
使
わ

ず
、
民
家
の
材
で
も
使
わ
れ
る
武
蔵
野
に
繁

茂
し
て
い
た
ケ
ヤ
キ

・
ク
リ

・
ス
ギ
等
を
用

い
ま
し
た
。
４
本
の
支
柱
は
ク
リ
の
股
木
を

用
い
、
梁
は
ケ
ヤ
キ
を
使
い
ま
し
た
。

今
回
の
竪
穴
住
居
の
上
屋
修
復
工
事
は
、

平
成

２３
年
２
月
中
旬
か
ら
３
月
下
旬
ま
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
復
元
事
業
は
二
回
日
で
す

が
、
主
柱
か
ら
補
強
す
る
大
掛
か
り
な
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
修
復
は
昭
和

３２
年
の
設
計

を
基
本
と
し
、
復
元
当
時
の
部
材
を
な
る
ベ

く
利
用
す
る
方
法
を
と
り
ま
し
た
。

主
柱
と
梁

（図
１
）
は
、
材
を
そ
の
ま
ま

利
用
し
ま
し
た
が
、
主
柱
の
根
元
の
腐
食
は

著
し
く
、
主
柱
と
梁
は
垂
木
で
支
え
る
よ
う

な
状
態
だ

っ
た
た
め
、
根
元
に
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
巻
き
、
補
強
し
ま
し
た
。
ま
た
土
留
め

の
本
は
、
も
と
は
炭
化
さ
せ
た
ス
ギ
を
用
い

て
い
ま
し
た
が
、
樹
脂
で
で
き
た
偽
木
や
板

材
に
替
え
ま
し
た
。
前
回
の
復
元
時
で
は
、

カ

マ
ド
は
屋
根
の
外
に
噴
出
し
口
の
よ
う
な

穴
が
作
ら
れ
、
粘
土
で
復
元
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
は
新
た
に
復
元
し
た
カ

マ
ド
を

設
置
し
ま
し
た
。
ス
ギ
の
皮
を
使

っ
た
棟
の

覆
い
は
、
そ
の
ま
ま
利
用
し
ま
し
た
。

近
隣
住
民
の
要
望
も
あ
り
、
実
現
し
た
上

屋
修
復
事
業
で
、
古
代
の
住
居
を
復
元
す
る

と
い
う
貴
重
な
機
会
で
あ

っ
た
た
め
、
３
月

２
日
に
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
悪
天
候

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約

７０
名
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。

〈
参
考
〉
『
栗
原
　
セ
ン
ト
ポ
ー
ル

・
グ
リ
ー

ン
ハ
イ
ツ
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
１
９
５
５

～
１
９
５
６
』

一
九
二
七
）

７
月
、
向
山
３
１
１５

の
三
叉
路
に
所
在
し

た
道
標

（道
じ
る
べ
）
を
約

５０

ｍ
東
の
区
立

向
山
公
園
内

へ
移
転
し
ま
し
た
。

こ
の
道
標
は
、
弘
化
４
年

（
一
人
四
七
）

に
上
練
馬
村
向
山
ケ
谷
戸
の
保
戸
塚
氏
を
願

主
と
し
て
造
立
さ
れ
ま
し
た
。
北
か
ら
の
ぞ

み
左
右
に
分
岐
す
る
場
所
に
建
て
ら
れ
て
お

り
、
左

。
右
と
向
か
い

（正
面
）
の
三
方
向

の
行
き
先
を
表
示
し
た
道
標
で
す
。

正
面
の
行
き
先
は
摩
滅
し
て
読
め
ま
せ
ん

が
、
左
に
進
み
南

へ
折
れ
る
と
南
蔵
院

（中

村

一
丁
目
）
、
新
井
薬
師

（中
野
区
新
井
）
ヘ

至
り
、
右
に
進
ん
で
南

へ
折
れ
る
と
堀
之
内

妙
法
寺

（杉
並
区
堀
ノ
内
）

へ
至
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

第

２３
回
練
馬
区
伝
統
工
芸
展

日
時

　
ｌｏ
月

２８
日
（金
）
～

３０
日
（日
）

午
前

１０
時
～
午
後

５
時

会
場
　
石
神
井
公
園
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー

石
神
井
公
園
ピ
ア
レ
ス
Ａ
棟

２
階

。
３
階

展
示

・
実
演

・
販
売

。
体
験
ほ
か

練
馬
区
伝
統
工
芸
会

練
馬
区

・
練
馬
区
教
育
委
員
会

・

練
馬
区
観
光
協
会

図 1 主柱と梁

図 3 茅葺き替え作業

図 4 竣工

内
容
主
催
後
援

図 2 棟 の骨組
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